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 現在、学校では「総合的な学習の時間」などを通して、子どもた

ちが学習に対して主体的・創造的に取り組む姿勢や命の大切さなど

の生きる力の育成が期待され、また「コミュニティ・スクール」で

掲げている地域とともにある学校づくりの推進が図られています。 

 地域では、人と人、人と社会がつながり、様々な課題を「我が

事」としてとらえ、地域で暮らす一人ひとりが役割をもち、お互い

に支え合うことができるネットワークづくりが求められています。 

 苫小牧市社会福祉協議会では、「ともに支え合い みんなの笑顔

が見えるまちづくり」と基本理念とし、次代を担う子ども達が新た

な気づきや豊かな感性と人間性を持って、多様な他者との共生社会

を築いていく力や共に生きる力を育めるように、また先生方が総合

的な学習（福祉の学習）を企画する上で役立てていただけるように

「福祉の学習の手引き」を作成させていただきました。 

ぜひ、ご活用いただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

『ふくし（福祉）』って何だろう？ 

「福祉」とは「ふだんのくらしのしあわせ」とも言われており、

福祉という文字は、「福」と「祉」のどちらにも「しあわせ」という

意味があります。つまり、みんなの幸せということなのです。 

 どのようなことを幸せだと感じるのかは、一人ひとり違います。

そのため、すべての人が幸せに感じるためには、他人の幸せを尊重

し、一緒に支え合いながら暮らしていくことが大切です。 
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「福祉って何だろう？」というような疑問など、子

どもたちの自由な発想から課題を見つける。 

１．種まき（課題の設定） 

２．成長する（主体的に調べ学習をする） 

課題に応じて、本やインターネットで調べたり、ま

た体験学習を通して感じたことなどをまとめる。 

3．葉をつける 

（調べたものを共有し、興味や関心を深める） 

これまでの学習の振り返りや情報の整理・分析を行

い、疑問点や課題の解決を図る。 

４．実る（行動・さらなる取組） 

これまでの学習の全体をまとめ、多くの方に知って

もらい、そこで見つけた新しい課題を１の『種まき』

につなげていく。 

福祉の学習のイメージ 
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実施の流れ 

「申込書（兼事前打合せシート）」に学校名・担当教諭名・連絡先・対象学年・

参加予定人数・授業の目的・事前打合せ日時・確認事項などを記入していただき、

FAX または下記のメールアドレスにて送付して下さい。 

 内容については事例などを参考にしながら、希望する授業内容が決まりまし

たらご連絡いただき、担当より打合せの日程を確認し、お伺いして授業内容・授

業時間を決定していきます。 

 プログラムを見ても内容が決まらない場合は、お気軽にご連絡下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆お問合わせ先 

社会福祉法人 苫小牧市社会福祉協議会 地域福祉課 ボランティアセンター 

〒０５３－００２１ 苫小牧市若草町３丁目３番８号 苫小牧市民活動センター 

  電話 ０１４４－８４－６４８１    FAX ０１４４－３４－８１４１ 

  Mail volucen@tomakomai-shakyo.or.jp    月～金 AM9:00～PM5:00 

①  

②  

③  

④  

⑤  

「申込書（兼打合せシート）」に、必要事項を記入の上、FAX またはメ

ールにて返信ください。受理しだい、事前打合せの日程を、ご相談の上

決定します。（学習予定日の１か月前までをめどに、申し込み下さい。） 

事前打合せの実施。  

学習に対しての目標、学習の実施場所など確認させていただきます。 

講師の日程調整・道具の調整 

講師の日程が確保できるか、必要な道具が確保できるのかなどを

調整し、必要があればお伺いし最終打合せをします。 

プログラムの実施 

プログラム完了の報告（プログラム参加者の感想などを実施後に

いただければ、協力者およびスタッフで今後の参考にさせていただ

きます。） 

【福祉の学習の目的】 

障がいの有無や年齢に関わらず、すべての人が普段の生活を普通に暮

らすことが幸せにつながっていくのではないでしょうか。 

そのために福祉に対して感心を持ってもらい、今の自分たちに何がで

きるのかを考える事の大切さを知ってもらうことが、この学習の目的と

して実施します。 

mailto:volucen@tomakomai-shakyo.or.jp
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講話2０分・ボッチャ7０分体育館（９０分）実例　

ボッチャは3対3の6人制で行うのでチ－ム分けをお願いします。

スクリ－ン

プロジェクタ－

ボッチャ① ボッチャ②

　※　ボッチャは、３５人×２クラスに分かれる（６０分）

講　　師（ワイヤレスマイク・机2）

生徒　２クラス７０名
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